
✓ 携帯電話・スマートフォンやＳＮＳが子供たちにも急速に普及し、それらの利用に伴う犯罪被害等も発生
✓ GIGAスクール構想により、児童生徒がタブレット等の１人１台端末を積極的に利活用

情報モラル教育の一層の充実に向けて

４．情報モラルに関する教材の充実
【動画教材】『タブレットを活用した学習活動について考えよう』
・すぐに授業に活用できるようモデル指導案を添付
・これまでに21本の動画を作成（R3は１本追加）

【対象学年別リーフレット】

１．端末を使って情報モラルを学べる
e-learningコンテンツの作成

・学校のみならず、家庭においても子供たちが情報モラル
教育を学べるコンテンツの作成

・右の二次元バーコードから、パソコン、タブレット、
スマートフォンなどから学習が可能

児童生徒に情報モラルを身に付けさせることが一層重要
※学習指導要領において、情報活用能力（情報モラルを含む）を、言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け

情報モラル教育を行う際は、自他の権利を尊重し、ICT端末等を適切に扱う責任を児童生徒が自覚できるよう指導を充実するとともに、課題に対処するた

めに児童生徒が自分で考え、解決できるように指導を工夫

トップページ 画面 問題 画面例 結果発表 画面例

３．情報モラル教育指導者セミナーの実施
・学校における情報モラル教育の取組の推進に資するため、教員等を対象
とした実践等を含めたセミナーを実施

・令和３年度はオンラインにより３回開催 総参加者数 1,868名

➢１人１台環境で情報モラル教育をどう進めるか
➢校全体でどう情報モラル教育に取り組むか
➢保護者をどう巻き込むか

各セミナーのテーマ

健康ガイドブック

２．児童生徒の健康に留意してICTを活用する
ためのガイドブックの改訂

・教職員や児童生徒が授業においてICTを円滑に活用するための留意事
項について、専門家の知見なども踏まえ掲載

【掲載例】ICT機器の画面の見えにくさの原因やその改善方策
児童生徒の姿勢に関する指導の充実 など

ガイドブックの構成

文部科学省ホームページにて情報モラル教育に関する教材や資料を公開

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm

１.留意事項の考え方
２.具体的な改善方策
2-1 教室の明るさ
2-2 電子黒板
2-3 タブレットPC

３.Q＆A
４.学習環境の充実を

図るための留意点
５.専門家からのコメント
６.チェックリスト
７.参考情報

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm

